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下の内容をよく読んで、コンバートに自信のない方はやめた方がよいでしょう。実行する時はバックアップを取りましょう。

１．

ファイルタイプは「コンマセパレータのテキスト」です。

２． フィールドのデータ書き出し順の指定画面で必要内容と指定順序で書き出しして下さい。保存場所はこのシートと同じ

バージョンアップキット内にして下さい。

Address v1.3.6c からのデータコンバート用エクセルマクロ

　このマクロはフィーを頂いた方が作業出来ます。パスワードは Mail にて直接連絡しています。

Address v1.3.6c のファイルメニューから［データ書き出し...］を選んび書き出しファイル名「DATA01
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データ切出し内容と順序

３． 同梱しているバージョンアップキットをダブルクリックしパスワードを入力したら、開いた目次からよりフォームとマクロをドラッグし

ブックから外に出しフォームをアクティブにして下さい。



in.xls

Page 3

４． 切り出したデータがキットと同じフォルダーにあることを再確認し［処理開始］を押して下さい。

処理が終了するとシートとマクロが消え、同じに「コンバート出力完了」のデータが出来ます。この後終了する際に「ブックに保存しますか」と聞いてきますが

保存しないで下さい。

５．

６．

エクセルを終了し、Address v1.3.7 を起動してください

ファイルメニューから［データ取り込み...］を選択しファイル名「コンバート出力完了」を選択してください。
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７．

［ＯＫ］ボタンを完了してください。

８． 処理中のメッセージが表示されます。

フィールドのデータ取り込み順にて"コンバート出力完了"中のデータと"Address v1.3.7"中のフィールドを合わせて
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９． 処理が終了すると次ぎのダイヤログが表示されますが、これはコンバートするときに使用した確認用データのエラーです。

移行した内容には異常はでません。コンバートしたデータの中に確認用がありますので、バケツボタンで削除してください。

移行処理が完了しましたら通番フラグが変わって来ますのでユーザーメンテ画面で最終番号を確認し、選択メニューから１０.
「フィールド定義...」を選択し一番先頭にある「通番フラグ」のオプションで新規シリアル番号・次の値を変更して下さい。



in.xls

Page 6

以上で終了です１１.
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下の内容をよく読んで、コンバートに自信のない方はやめた方がよいでしょう。実行する時はバックアップを取りましょう。

フィールドのデータ書き出し順の指定画面で必要内容と指定順序で書き出しして下さい。保存場所はこのシートと同じ

］を選んび書き出しファイル名「DATA01」で新規作成して下さい。
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同梱しているバージョンアップキットをダブルクリックしパスワードを入力したら、開いた目次からよりフォームとマクロをドラッグし
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処理が終了するとシートとマクロが消え、同じに「コンバート出力完了」のデータが出来ます。この後終了する際に「ブックに保存しますか」と聞いてきますが

］を選択しファイル名「コンバート出力完了」を選択してください。
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"Address v1.3.7"中のフィールドを合わせて
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処理が終了すると次ぎのダイヤログが表示されますが、これはコンバートするときに使用した確認用データのエラーです。

移行した内容には異常はでません。コンバートしたデータの中に確認用がありますので、バケツボタンで削除してください。

移行処理が完了しましたら通番フラグが変わって来ますのでユーザーメンテ画面で最終番号を確認し、選択メニューから

」を選択し一番先頭にある「通番フラグ」のオプションで新規シリアル番号・次の値を変更して下さい。
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